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■背景・目的 
当社が開発した無収縮高流動コンクリートは、狭小な部分でも確実に充填でき、打込み欠陥

および打設後の沈下・収縮がなく、打継ぎ部の一体性が確保できる。外付け枠付き鉄骨ブレー

ス耐震補強の間接接合部に無収縮高流動コンクリートを用いる工法を開発することを目的に、

このコンクリートを使用した間接接合部の要素実験を行い、その構造性能を検討した。 
 
■概 要 
 実験水準は、スタッドおよびアンカー筋の間隔を 150mm、250mm の 2 種類、既存 RC 部の
目荒し程度を 30％、15％および目荒しなしの 3 種類とした。試験体は 6 体で間接接合部中央に
正負繰り返しでせん断力を与えた。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■結 論 
 無収縮高流動コンクリートの充填効果によって、目荒し

改修指針による計算耐力を満足し、接合部材間のせん断ず

が分かった。 
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